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広島観音高等学校 27 回期卒業生 

還暦同窓会レポート 

「キーン コーン カーン コーン」 

突然、授業開始のチャイムが鳴り、同窓生 1８０名

と来賓 5 名は、ざわめきとともに 42 年前の観音高校

にタイムスリップしました。今では、校舎は大きく変

わってしまったとのことですが、当時は校門を入ると

すぐ左手に体育館、運動場、さらに進むと音楽室、そ

して突き当りが木造 2 階建ての「キリマンジャロ」が

あり、独特の床ワックスの匂いがふっと思い出されました。鉄筋の校舎の中で、「キリマン

ジャロ」は、異質ながらも独特の存在感があり、当時のシンボル的な建物でした。 

残念ながら、タイムスリップしたのは「心」だけで、外見は

立派な「おじさん」と「おばさん」です。高校時代と殆ど変わっ

ていない人、それなりに年齢を重ねた人、誰なのか分からない人、

そして同級生であることを疑ってしまう人、その変化は様々でし

たが、名前・クラスそして卒業アルバムの写真まで印刷してある

名札を全員首から掛けているので、安心して話しかけられまし

た。幹事の皆さんの細やかな心遣いに感謝です。それはそれは大

変な作業であったと思います。本当にご苦労様でした。 

心憎いまでのチャイムの演出の後に、 

「起立！ 礼！ 着席！」 

という号令を期待したのですが、残念なら号令

はなく、司会のH組の平田真弓さんの軽やか

な声で、開会宣言がありました。初めに、平田

さんより、今までにお亡くなりになった同窓生や先生方のお名前を

告げられ、全員で黙とうしご冥福をお祈りしました。 

そして、還暦同窓会の幹事を代表して、Ｅ組の上野博史君から、

クラス幹事25名の方を紹介され、今日までの準備に対して労いの

言葉がありました。また、6年前の同窓会には元気に参加されてい
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たB組の山隅君もお亡くなりになったことに触れられ、いつ、何が起こるか分からないと

いう、世の無常を感じながらも、還暦という人生の節目を迎えるにあたり、「人間、生きて

いるうちに、会いたい人に会い、伝えたい時に伝え合う」「人間、生きているうちじゃが

ね」という言葉で締めくくられました。そして、本日は限られた時間ですが、しっかりと

楽しんでもらいたいとの話がありました。西区楠町にある般舟

寺の住職である上野和尚は、一級建築士だけに話もしっかり設

計されており、説教がお上手でした。さすがです！ 

上野君の挨拶の後、来賓の先生方からのご挨拶です。B組

大塚先生、C組久傳先生、H組密山先生、I 組灘尾先生に加

え、Ｄ組の皆さんの心遣いでしょうか、故小笠原先生の奥様も

来賓としてご出席していただきました。 

小笠原先生の奥様からは、美術の先生は小笠原先生一人

であったという特権を乱用し、観音高校に23年間も勤務されていたこと、長年担任を持

つことを避けていたところ、10年目にして遂に担任を持つこととなり、初めて担任とな

ったのがD組であったことなど、小笠原先生にまつ

わる思い出話を披露していただきました。 

4人の先生からは、当時の観音高校は、先生も生

徒も和やかで仲が良かったという思い出や、旅行が

趣味で日本では行った所がないくらいで、世界各地

も旅行して、第二の人生を謳歌されているというお

話しなどをしていただきました。 

また、還暦を迎えるにあたり、今までの仕事や子

育て中心の生活から、これからは、しっかりと趣味を

持って、充実した毎日を過ごすようにとの、アドバイ

スをいただきました。

そういえば、こんな話を聞いたことがあります。 

定年退職後は、『朝起きてもすることがない、行く所がない』という、単純ですが切実

（後列左から）永井先生、衆樹先生、 

密山先生、山中先生、瀬尾先生 

（前列左から）大塚先生、久傳先生、 

中本先生、小笠原先生、茶堂先生 

君を想う時 
何故か 緑の風の中 
すっくと 天を指す 

一本のポプラを思い出す 
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な悩みがあるということです。活

き活きと過ごすためには、「きょう

よう」と「きょういく」が大切で

ある。つまり、今日すべき用事

「今日用（きょうよう）」があり、

今日行くべきところ「今日行（き

ょういく）」が必要だということで

す。趣味といえる趣味がない私と

しては、実に身につまされる話でした

が、充実した人生を送れるよう「今日用

と今日行」をしっかりと見つけねばと痛

感しました。 

来賓の方の挨拶に続き、B組大塚先

生の乾杯のご発声で、おじさん・おばさ

んたちの宴会がスタートしました。クラ

ス毎に分かれたテーブルで料理を食べな

がら、お酒を酌み交

わし、久々に会った

同級生と近況報告や

昔話で盛り上がって

いました。 

途中、観音高校

の歴史（？）のよう

な映像が上映されて

いましたが、おしゃ

べりに夢中になり、
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殆ど見ることもないまま終わって

しまいました。幹事の皆さんが、

一生懸命考えた企画だったはずで

すが、すいませんでした。 

そして、お酒が進むにつれ、次

第にクラステーブルの垣根はなく

なり、全員が入り乱れての大宴会

になりました。 

会場はワイワイ、ガヤガ

ヤと話し声は大きくなるな

か、いつの間にか、ステー

ジ上でクラスごとの集合写

真の撮影会が始まりした。

全クラスの撮影会が終わる

と、今度は1年生の時のク

ラスの写真撮影が始まりま

したが、この頃になると全

員ハイテンション

で、会場は大盛り

上がりとなりまし

た。 

18時からスター

トした還暦同窓会

も、あっという間

に3時間が経過し

ました。 
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最後はカープの帽子とユニフォ

ームに身に包んだ生徒会長である

E組広本和彦君の

指揮での校歌斉唱

です。パンフレッ

トに校歌が印刷し

てありましたが、

意外と覚えていることに驚きでし

た。そして、締めの挨拶も引き続

き広本君からでした。広本君からは、我々が卒業した年にカープが

初優勝し、還暦で

ある今年も優勝し

た事に触れられ、

我々の節目々々に

カープの優勝が絡

んでいると話があ

り、優勝パレード

では皆さんと一緒にお祝いしましょうと話され、三本締めで締めく

くり、還暦同窓会はお開きとなりました。 

■編集後記

楽しかった時間を“記憶”だけでなく“記録”に残しておきたいと思い還暦同窓会レポートを作成致しまし

た。拙い文章でどこまで伝わるか分かりませんが、出席された方はもちろんのこと、残念ながら出席できなか

った方にも、雰囲気を味わっていただければ幸いです。 

今回のレポート作成にあたり、卒業アルバムを開いてみたところ、なんと、「卒業おめでとう」という題の観

音高等学校新聞（昭和 51年 3 月 1日付）を見つけました。担任の先生からの卒業に対する言葉や、予餞

会、冬季鍛錬会 3年間皆勤者の掲載もありましたので、“おまけ”として巻末に掲載いたしましたので、こちら

の方も是非ともご覧下さい。 

なお、幹事の一人である、F組の八木昌博君が 27回期同窓会のホームページを作成されております。

会場のスナップ写真やクラス毎の記念写真が見られるとともに、先生方のご挨拶や会場の様子の動画も見

られます。また、このレポートに掲載した多くの写真も八木君作成のホームページのものを使わせていただ

きました。ありがとうございました。http://www.floristyagi.com/kannon27 

最後になりますが、今回の還暦同窓会を企画・準備・運営をして頂いた幹事の皆様に改めてお礼を申し

上げます。幹事の代表である上野君の挨拶にありましたように、「人間、生きているうちに、会いたい人に会

い、伝えたい時にお互い伝え合う」、その時その時を今まで以上に大切にして、生きていきたいと考えていま

す。「生きとるうちじゃがね！」……ですね。 

また、いつか皆様にお会いできることを楽しみにしております。（E 組 児玉茂美） 

http://www.floristyagi.com/kannon27
mailto:kodama.1x3-gets@ezweb.ne.jp
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